
お客様とともに＂快適な水まわり＂を創造する。
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代表取締役社長　末松 正幸

～安定的な収益体質の実現をめざして～

KVKグループは、様々な外部環境の変化のなかにあっても、

安定的に収益が確保できる体制の確立に取り組んでいます。

その取り組みと今後の方針などについて、

社長の末松正幸がご説明します。

55.2％

17.0％

11.9％

15.9％

シャワー付湯水混合水栓
15,437百万円

品目別売上高構成比

2021年度

当期を振り返って

当期の事業環境は、新型コロナウイルスの新たな変異
株の感染拡大を受け、緊急事態宣言やまん延防止等重点
措置が繰り返し発令され個人消費が低迷するなど厳しい
状況が続きました。一方、住宅市場におきましては、巣ご
もりによる住環境改善ニーズの高まり等、底堅い需要に
支えられ、新設住宅着工戸数は前年を上回るなど堅調に
推移しました。こうしたなか売上高は、住宅リフォーム需
要の高まりやCM効果により受注が堅調に推移し、
27,960百万円（前期比9.9％増）となりました。利益面で
は、原材料価格の高値継続や円安傾向による製造コスト
増加を受け、一部商品を値上げしたもののコスト増加分
を吸収しきれず、営業利益は2,439百万円（前期比
19.6％減）、経常利益は2,440百万円（前期比21.7％減）
となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、
1,689百万円（前期比23.1％減）となりました。
引き続き主力事業の収益力向上に取り組み、持続的成
長と高収益体質の実現をめざしてまいります。

その他
4,437百万円

湯水混合水栓
4,763百万円

単独水栓
3,322百万円

ホテル業界への当社商品の認知度向上を目的に、本年
2月15日 ～ 18日に東京ビッグサイトで開催されました
「第50回国際ホテル・レストランショー」に出展しました。
当社は、黒を基調にデザインされたブースに、浴室用
オーバーヘッドシャワー水栓、ウルトラファインバブル
シャワー、キッチン用センサー水栓、キッチン用および洗
面用撥水水栓シリーズなどを出品しました。オーバーヘッ
ドシャワー、ウルトラファインバブルシャワーは実際に通
水させ、シャワーの肌触りを確認してもらい、シャワーの
感触に関し、お客様から高い評価をいただきました。

国際ホテル・レストランショーに出展

第50回国際ホテル・
レストランショー

OP MESSAGET トップメッセージ

KVK通信 2022夏号1 2



ウルトラ
ファインバブルシャワー
（PZS370）

浄水シャワー egg
（PZS320）

※2018年度はKVK創業80周年記念配当5円を含みます。　※2019年度は大連北村閥門有限公司設立30周年記念配当5円を含みます。

当社は、KPS（KVK Production System）活動を柱に
最適生産をめざし、あらゆる無駄の排除とコスト競争力
の強化を推し進めています。多品種少量生産に対応すべ
く、組立工程では段取り時間の短縮、また、物流工程で
は受注、ピッキング、梱包、出荷までのリードタイム短縮
にそれぞれ取り組み、生産性の向上に努めています。受
注から出荷までのリードタイム短縮を図り、在庫削減に
つなげます。
一貫生産体制のもと、受注から調達・生産・出荷・納
品まで全工程に亘り各部門が連携し、お客様の手元へ
“さらにタイミングよく”お届けできる仕組みを追求して
まいります。

多品種少量生産に対応できる
ラインづくり

成長に向けた取り組みとして、昨年9月より造成工事
に着手した本社工場は、生産能力増強のための新工場棟
の増設を進めており、本年度の完成に向けて計画的に進
めていきます。また、工場増設に合わせて、LNGガスに
よる発電設備とコージェネレーションシステムの導入によ
る蒸気・温水の供給および太陽光発電パネルの設置によ
り、エネルギー使用量と二酸化炭素排出量の削減を図
り、コストと環境の両面に寄与していきます。

新工場棟の増設と環境対応

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要政
策の一つとして位置づけ、次なる成長への投資に必要な
内部留保などを勘案しつつ、業績に応じて株主還元に充
てることを利益配分の基本的な考え方としております。
期末配当につきましては当期の業績を鑑みて、1株当

たり25円の普通配当に、中間配当25円と合わせ年間で
50円とさせていただきました。
今後とも社員一同、社業に邁進し、安定的な収益体質
の実現をめざしてまいりますので、一層のご支援とご指
導を賜りますようお願い申し上げます。

株主還元について

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、巣ごもりによ
り家の中で過ごす時間が長くなり、入浴時間を快適に過
ごしたいという要望から高機能シャワーヘッドへの関心
が高まっています。今般、直径1㎛未満の微細な泡が皮
脂汚れを落とすウルトラファインバブルシャワーヘッドを
発売しました。顔用、頭用、体用を想定しミスト、スポッ
ト、レギュラーの3種類のシャワー吐水を選択でき、部位
により最適な吐水形態にてシャワーを浴びることができ
ます。その他、シャワーヘッドのラインアップとして、脱塩
素カートリッジを搭載した浄水シャワー、広範囲吐水を
実現したワイドシャワー、3種類の吐水形態を選択でき、
且つ手元止水機能を搭載した3wayワンストップシャ
ワーなど、節水しながら快適に浴びられるシャワーヘッド

を各種取り揃えています。これからもお客様の声を活か
した製品づくりに努め、お客様の期待を超える商品や
サービスを生み出していきたいと考えています。

高機能シャワーヘッドラインアップの強化

1株当たり配当金／連結配当性向の推移

造成工事
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利益剰余金の増加 ＋1,272利益剰余金の増加 ＋1,272
+1,305

※見通しに関する注意事項：業績の見通しは現時点での予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。様々な要因により、変動する可能性があります。
※記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しています。　※百分率（％）は小数点第二位を四捨五入して表示しています。 ※記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しています。

売上高
（百万円）

（年度）2018 2019 2020 2021 2022
（見込）

27,960
24,152 24,531 25,441

30,000

営業利益・売上高営業利益率

（年度）2018 2019 2020 2021 2022
（見込）

2,439

1,813

2,345

3,034

2,520

親会社株主に帰属する当期純利益
（百万円）

（年度）2018 2019 2020 2021 2022
（見込）

1,689

924

1,701

2,196

1,960

1株当たり当期純利益（EPS）
（円）

（年度）2018 2019 2020 2021 2022
（見込）

209.60

113.06

210.69

271.82
247.00

総資産・使用総資本事業利益率（ROA）

（年度）2018 2019 2020 2021

30,484

25,656
27,270

32,326

自己資本・自己資本当期純利益（ROE）

（年度）2018 2019 2020 2021

23,274

18,639 19,665
21,969

7.5

9.6

11.9

8.7
8.4

7.1

9.0

10.6

7.8

5.0

8.9

10.6

7.5

2021年3月31日現在 2021年3月31日現在

住宅リフォーム需要の高まりやCM効果により受注が堅調に推移し、
前期に比べ2,518百万円増加し、27,960百万円となりました。

原材料価格の高値継続や円安傾向による製造コスト増加を受け一部
商品を値上げしたもののコスト増加分を吸収しきれず、前期に比べ
595百万円減少し、2,439百万円となりました。

30,484
 

32,32632,326 32,32632,326
30,484

電子記録債権の増加 ＋850
原材料及び貯蔵品の増加 ＋429

投資有価証券の増加 ＋384

21,969

8,033

19,523

10,960

流動資産
20,65120,651

流動負債
8,5238,523

純資産
23,27423,274

固定資産
11,67511,675

電子記録債務の増加 ＋745
営業外電子記録債務の増加 ＋249
未払法人税等の減少 △436

資産の部 +1,842 負債・純資産の部 +1,842

2022年3月31日現在

2022年3月31日現在

固定負債
529529 481

2021年4月1日現在

現金及び
現金同等物の
期首残高

6,701

営業活動による
キャッシュ・フロー

＋1,225

投資活動による
キャッシュ・フロー

△1,156
財務活動による
キャッシュ・フロー

△736

現金及び現金同等物に
係る換算差額

＋66

税金等調整前当期純利益 ＋2,431
減価償却費 ＋808
売上債権の増加 △708

棚卸資産の増加 △708
仕入債務の増加 ＋643
法人税等の支払 △1,163

自己株式の取得 △294
配当金の支払 △417

有形固定資産の取得 △761
投資有価証券の取得 △386

営業利益（百万円） 売上高営業利益率（%）

総資産（百万円） ROA（%） 自己資本（百万円） ROE（%）

※売上高営業利益率＝営業利益／売上高×100

※使用総資本事業利益率（ROA）＝
　（営業利益＋受取利息及び配当金）／
　総資産（期中平均）×100

※期中平均発行済株式総数（自己株式数除く）で
算出しています。

※自己資本当期純利益率（ROE）＝
　当期純利益／自己資本（期中平均）×100
　（自己資本＝純資産－非配当株主持分－新株予約権）

売上高

流動比率は、前期末に比べ、0.7ポイント減少し、242.3％となりました。自己資本比率は、前期末に比べ、0.1ポイント減少し、72.0％となりました。
1株当たり純資産額は215円06銭増加し、2,933円となりました。

流動資産・流動負債/純資産の部

営業利益

連結貸借対照表の概要 （百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （百万円）

現金及び
現金同等物の
期末残高

6,1016,101

△599

+1,127

+489

+47

+714

INANCIAL DATAF 連結財務データ
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● ウルトラファインバブルが毛穴やシワの間に入り、汚れを吸着してきれい
に洗い流す効果が期待できます。

● 一般社団法人ファインバブル産業会（FBIA）のファインバブル製品登録
制度の登録製品です。

● レギュラーシャワーとスポットシャワーは、節湯B1（建築物エネルギー
消費性能基準）を満たしており、水とエネルギーの使用量を15%削減し
ています。

（ウルトラファインバブルシャワーヘッド）

● 玄関や2階に2台目の洗面台を設けたいという要望が増えつつあり、コンパクトで
省スペースな洗面台が望まれている

● 既製品の洗面化粧台以外に、シンプルで無駄の無い造作（風）の洗面台や洗面ボ
ウルを設置する場合も多く、SNS上などでも、よく取り上げられている

1日の疲れを癒すバスタイムをよ
り快適にするためのアイテムとし
て登場したのがウルトラファイン
バブルシャワーヘッドです。

忙しい毎日でも肌のケアを妥協したくない！そん
な女性をターゲットに開発された商品です。毎日
のシャワーで優しく効果的に洗い流せるよう、フェ
イス・ヘッド・ボディそれぞれの肌に合った最適な
吐水が選べるのも魅力です。
その中でも私がおすすめするのはフェイス用のミ
ストシャワーです。細かすぎず粗すぎないミスト
が心地よいと感じられるものになっております。
ぜひご自身の肌でhadamoを実感してください！！

当社従来品 KM7061（本体径φ45）比 当社従来品 KM8001（本体径φ52）比

約22％スリムに 約15％スリムに

FSL210DEFTの散水部の色調は
こだわりの1つです。デザイン担
当からは、マット調のシルバー（メ
タリック）を指定されましたが、シャ

ワーを出す散水部を塗装やめっきで処理する訳に
もいかず、シルバーのラメを混ぜ込んだ樹脂を使
用することにしました。樹脂を成形する際、樹脂
の流れがぶつかる所に、ウエルドと言う細かいラ
インが入ります。ラメの入った樹脂ではラメの影
響でウエルドがくっきり見えてしまう為、イメージ
通りの綺麗な色調に仕上げるべく、改善を重ね、
ウエルドを減らしていきました。

機能

こだわった点

従来品に対して、どれだけスリム
にできるのかが開発のポイントで
した。従来品から削れる機能は一
切ありませんので、率直に…この

スリムな外観に、必要な機能と構造を入れ込むの
には、大変苦労しました。

苦労した点

アピール
ポイント

営業の声
VOICE

開発の声
VOICE

営業推進部営業管理課
係長  浅井 理恵

開発部設計二課
係長  笠原 直之

2022年
4月発売

開発の経緯・背景

商品の特長

● 「ファインバブル」「ウルトラファインバブル」のシャワーヘッドの市場からの要望
　 →美容に関心がある女性からの製品化要望があった

ターゲットである女性メンバーによるプロジェクトチームを立ち上げ製品化

これらの洗面台にもマッチし易い、より洗面空間になじむ
コンパクトでミニマルな水栓を開発

スリムボディ洗面用水栓 2022年
順次発売

開発の経緯・背景

商品の特長

● シンプルですっきりしたデザインです。水彩のモチーフを利用しました。梱包

● ロゴは①水が関係している事が認識してもらえるロゴであること。 ②柔ら
かく、親しみやすい。 ③うるおい感を曲線や丸などをメインに用いること
で表現。 ④水滴の上の丸二つは、ファインバブルをイメージしています。

ネーミング

スリムですっきりとした本体デザイン

● 従来品では当たり前だった、レバーハンドル背面の切欠き（逃がし）形状を廃止し、また、
ワンタッチの取付け構造を採用することで、固定箇所のキャップも廃止しました。無駄
なつなぎ目や溝、凹凸を無くして、フラットでミニマルなデザインに仕上げた事で、汚
れが溜まりにくく、日頃のお手入れがしやすくなっています。

● レバーハンドルやシャワーヘッドなどを操作する際にも、ほどよく指にフィットして、心地
よい使用感です。

ミニマルなレバーハンドル

ミスト 顔 スポット 髪 レギュラー 体

● 従来品と比べると、想像していた以上にスリムな印象で、実際に洗面空間によくなじみ
ます。

MSL190Dシリーズ（本体径φ35） FSL210Dシリーズ（本体径φ44）

● 3種類のシャワー吐水を搭載
　 身体部位にあわせて最適なシャワー吐水を選べます。
　 ※すべての吐水方法にファインバブルが含まれています。

肌 moisture

※moisture：
　水分。湿気。特に、化粧品で皮膚に潤いを
　与えるために配合する成分

PZS370

FSL210DEFT
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株式の状況会社概要

事業年度

定時株主総会

定時株主総会の基準日

配当の基準日

単元株式数

公告方法

株主様の住所変更、買取請求など各種お手続きの窓口につきましては、株式のご所有状況によって異なりますので、ご留意ください。

株主名薄管理人および
特別口座の口座管理機関

2022年3月31日現在 2022年3月31日現在

株主メモ

CORPORATION

その他の法人
2,943,590株
35.26%

1．単独の従業員数には、当社から他社への出向者を除いています。
    また、連結・単独の従業員数には、臨時社員を含めています。
2．すべての社外取締役および社外監査役を国内の金融商品取引所が定め
る独立役員として指定しています。

（注） 1．大株主の持株比率は、自己株式（150,314株）を控除して算出し、小数
点第3位以下を切り捨てて表示しています。

2．株式会社日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に
係る株式数は261,400株であり、役員向け株式交付信託が保有する当
社株式234,000株、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式
27,400株が含まれています。

（注）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
1,168名
株主名

有限会社北村興産
KVK取引先持株会
株式会社十六銀行
岐阜信用金庫
元気なぎふ応援基金
北村博志
北村嘉弘
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
末松容子
KVK従業員持株会

株式の総数

株主数
大株主

所有者別株式分布状況

23,120,500株
8,347,078株

持株数（百株）

11,324
4,866
4,000
2,935
2,695
2,685
2,645
2,614
2,575
2,326

持株比率（％）

13.81
5.93
4.87
3.58
3.28
3.27
3.22
3.18
3.14
2.83

1939年2月5日
1949年1月25日
28億 5,493万 4千円
1.  水栓金具
 サーモスタット式シャワー・湯水混合水栓
 シングルレバー式シャワー・湯水混合水栓
 定量止水付サーモスタット式シャワー・
 湯水混合水栓
 2ハンドル式シャワー・湯水混合水栓
 洗髪シャワー、単独水栓、自動水栓
2.  継手、排水金具
3.  水栓部品

本社・飛騨古川
東北・関東・関西・西日本

つくば・新潟・静岡・北陸・京滋・神戸
832名（1,280名）

代表取締役社長 末松 正幸
常務取締役 小関 智晶
取締役 坪田 充夫
取締役 長濱 卓美
取締役 水谷 友保
取締役 北川 喜一
取締役 竹中 　智
取締役（社外） 奥田 真之
取締役（社外） 山田 晋也
常勤監査役 森田 恭二
監査役（社外） 杉浦 勝美
監査役（社外） 森 　裕之

商号

創業
設立
資本金
主要営業品目

本社

工場
支社
営業所

出張所
従業員数
子会社

役員

大連北村閥門有限公司（中国）・
KVK PHILIPPINES, INC.

札幌・盛岡・仙台・宇都宮・さいたま・千葉・東京・
東京特需・横浜・多摩・名古屋・大阪・大阪特需・
岡山・広島・福岡・鹿児島

岐阜県加茂郡富加町高畑字稲荷641番地
〒501-3304
Tel （0574）55-1120

毎年4月1日から翌年3月31日まで

6月

3月31日（その他必要のある場合は、あらかじめ公告した日）

三井住友信託銀行株式会社

100株

期末配当　3月31日
中間配当　9月30日

電子公告
※掲載先インターネットホームページ　https://www.kvk.co.jp/
　ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、
　日本経済新聞に掲載して行います。

証券会社等の口座をご利用の場合

「特別口座」に記録されている場合

お取引口座のある証券会社等

株式のご所有状況 お問い合わせ先

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行　証券代行部
Tel : 0120-782-031（通話料無料）

金融機関
1,204,400株
14.43%

外国法人等
241,614株
2.89%

個人・その他
3,933,881株
47.14%

金融商品取引業者
23,593株
0.28%

※支払期間経過後の配当金に関するお問い合わせは、三井住友信託銀行株式会社 証券代行部にお願いいたします。

株式に関するお問い合わせ先2022年
6月23日現在
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撥水
膜コ
ーティングなし

撥水
膜コ
ーティングあり

撥水
膜コ
ーティングなし

撥水
膜コ
ーティングあり

水をはじく撥水効果

特殊フッ素コーティング面

メッキ面

水栓素地

2022年3月31日現在の株主名簿に記載された5単元（500株）以上保有の株主様

株主優待制度のご案内

撥水膜コーティングが水を弾くから、
ボディや吐水口などに水アカや汚れが付着しにくい!

水アカや汚れがついても、サッとキレイに
拭き取れるからお掃除もカンタン!

※水栓のふき掃除を適度に行ってください。

撥水膜コーティングの耐久性は、1万回の拭き取り
テストで証明済み。輝き長持ち! ※自社実験

※2022年度優待価格対象製品（1,000株以上対象）

優 待 内 容

所有株式数500株以上
● 3,000円相当の入浴用品

所有株式数1,000株以上
● 3,000円相当の入浴用品

当社製品を優待価格でご提供※
+

撥水テクノロジー

撥水膜コーティング（特殊フッ素コーティング）

証券コード6484 環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

見やすいユニバーサル
デザインフオントを採用しています。

本　　社： 〒501-3304 岐阜県加茂郡富加町高畑字稲荷641番地
 Tel（0574）55-1120（代表）
株式事務： Tel（0574）55-0005
URL https://www.kvk.co.jp/

浴 室 キッチン キッチン

KF800THS

サーモスタット式シャワー
（eシャワーNf 撥水膜コーティング）

KM6061ECHS

シングルレバー式シャワー付
混合栓（撥水膜コーティング）

KM5021TECHS

シングルレバー式シャワー付
混合栓（撥水膜コーティング）


